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は じ め に
　乳腺画像診断の進歩には著しいものがある．特に



































































































     a．腫瘍は rim enhancement を伴って不均一に濃染している．
b，c．腫瘍は拡散強調画像で明瞭な高信号を呈し，ADCでは低信号と
なっている．
      d．3.2 ppmに choline 化合物のピークがみられる．
a：ダイナミックスタディ（2分後） b：拡散強調画像（b＝ 1000） c：ADC map
d：MR spectroscopy





























場強度も 1.5T より 3.0T の高いほうがより小さなボ
クセルを短い時間で検査することが可能である6）．
　MRSではN-acetyl-aspartate （NAA）（2.02 ppm），
choline （Cho）（3.2 ppm），creatine （Cr）（3.02 ppm），
myo-inositol （mI）（3.57 ppm），and lactate （Lac）
（1.32 ppm）などの代謝物を検出することができる7）．
乳癌のMRSでは choline のピークがある．図 1d は













の感度は 70 ～ 100％，特異度は 76 ～ 100％と報告































こで造影剤を静注しMMG を撮影する Contrast 
Enhanced Spectral Mammography （CESM） が開
発された14-16）．CT用の造影剤 1.5 ml/kg を静注し，





















図 3　Contrast Enhanced Spectral Mammography （CESM）：

























a：CESM（MLO） b：MMG（MLO） c：MMG（CC） d：CESM（CC）































4，5 は悪性に分類される．図 5a は線維腺腫でスコ
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